
７
月
21

日
、
党
市
議
団
主
催

「
市
政
懇
談
会
」
を
市
民
文
化
会

館
で
お
こ
な
い
ま
し
た
。

市
議
団
主
催
の
市
政
懇
談
会
は

今
回
で
３
回
目
。
今
回
は
「
今
の

市
政
を
ど
う
見
る
か
、
市
民
要
望

実
現
の
市
政
を
ど
う
つ
く
る
か
」

と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見
交
換
し
ま

し
た
。

２
０
２
１
年
10
月
、
現
職
市
長

を
破
り
得
票
率
45
・
13
％
を
得
票

し
て
岩
谷
市
政
が
誕
生
し
ま
し
た
。

こ
の
間
、
子
ど
も
医
療
費
入
通
院

と
も
18
歳
ま
で
無
料
化
、
住
宅
リ

フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
な
ど
が
実
現

し
、
小
学
校
校
舎
ト
イ
レ
の
改
修

や
小
中
学
校
体
育
館
へ
の
エ
ア
コ

ン
設
置
、
水
害
対
策
と
し
て
谷
原
・

大
沼
地
域
に
雨
水
貯
留
施
設
設
置

が
進
め
ら
れ
る
な
ど
、
市
民
要
望

が
前
進
し
て
き
ま
し
た
。

一
方
、
市
政
の
最
大
の
課
題
で

あ
る
人
口
減
少
対
策
は
進
ん
で
お

ら
ず
、
保
育
所
の
待
機
児
童
が
年

度
の
当
初
か
ら
出
て
い
る
中
、
公

立
保
育
所
の
廃
止
が
予
定
さ
れ
、

保
育
所
・
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
な

ど
に
指
定
管
理
者
制
度
導
入
が
推

進
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年

は
介
護
保
険
料
が
大
幅
に
値
上
げ

と
な
り
、
水
道
料
金
や
国
保
税
の

値
上
げ
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

参
加
し
た
市
民
か
ら
は

●
「
平
和
行
進
」
に
毎
年
、
市
長

が
あ
い
さ
つ
す
る
な
ど
、
市
長
が

身
近
に
な
っ
た
と
感
じ
る
。

●
市
役
所
が
新
し
く
な
っ
て
、
明

る
く
開
放
的
な
雰
囲
気
で
、
職
員

さ
ん
の
対
応
も
親
切
に
な
っ
た
。

●
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
助
成
制
度
が

実
現
し
た
が
、
今
年
は
わ
ず
か
２

日
間
で
予
算
が
な
く
な
っ
た
。
せ
っ

か
く
い
い
制
度
が
で
き
た
の
だ
か

ら
予
算
を
十
分
確
保
し
て
ほ
し
い
。

●
幸
松
地
域
は
春
バ
ス
が
な
く
な
っ

て
と
て
も
困
っ
て
い
る
。
高
齢
に

な
っ
て
も
安
心
し
て
住
み
続
け
る

た
め
に
公
共
交
通
の
充
実
を
進
め

て
ほ
し
い
。

●
学
校
プ
ー
ル
の
老
朽
化
で
、
市

が
水
泳
授
業
の
た
め
の
温
水
プ
ー

ル
を
つ
く
る
と
聞
い
て
い
る
。
ど

の
よ
う
な
も
の
か
明
ら
か
に
し
て

ほ
し
い
。

●
春
日
部
の
人
口
減
少
は
、
市
の

魅
力
が
足
り
な
い
こ
と
が
原
因
で

は
な
い
か
。
特
に
「
市
民
プ
ー
ル

は
つ
く
ら
な
い
」
と
い
う
姿
勢
が

よ
く
な
い
。
長
い
夏
休
み
も
親
子

で
気
軽
に
楽
し
め
る
、
高
齢
者
の

健
康
づ
く
り
に
も
役
立
つ
温
水
市

民
プ
ー
ル
を
つ
く
っ
て
ほ
し
い
。

●
市
役
所
の
女
子
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
が
置
か
れ
て
い
て
と
て
も
い

い
。
で
も
、
一
番
必
要
な
の
は
小

中
学
校
で
は
な
い
か
。
学
校
の
ト

イ
レ
に
こ
そ
生
理
用
品
を
設
置
し

て
ほ
し
い
。

●
物
価
高
騰
で
く
ら
し
が
大
変
。

国
保
税
や
水
道
料
金
の
値
上
げ
は

や
め
て
ほ
し
い
。

な
ど
な
ど
、
率
直
な
意
見
が
次
々

と
出
さ
れ
ま
し
た
。

来
年
は
市
長
選
挙
の
年
で
す
。

「
子
育
て
も
老
後
も
安
心
」
の
市

政
を
め
ざ
し
て
が
ん
ば
り
ま
す
。
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公
共
交
通
の
充
実
・

温
水
市
民
プ
ー
ル
を

市
民
要
望
実
現
の
一
方

負
担
増
の
懸
念
も



岸
田
自
民
・
公
明
政
権
が

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
と
健
康
保
険

証
を
一
体
化
し
た
「
マ
イ
ナ

保
険
証
」
を
国
民
に
押
し
付

け
、
保
険
証
の
新
規
発
行
を

停
止
す
る
12
月
２
日
ま
で
４

か
月
に
迫
り
ま
し
た
。
し
か

し
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用

率
は
７
・
７
％
に
と
ど
ま
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
中
、
医
療
機

関
や
薬
局
に
行
く
と
「
マ
イ

ナ
保
険
証
は
お
持
ち
で
す
か
？

８
月
か
ら
保
険
証
が
使
え
な

く
な
り
ま
す
。
」
な
ど
と
言

わ
れ
る
事
例
が
増
え
、
多
く

の
人
が
不
安
を
感
じ
て
い
ま

す
。医

療
機
関
や
薬
局
が
「
マ

イ
ナ
保
険
証
を
持
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
」
と
声
を
か
け
る

よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
昨
年

岸
田
政
権
が
補
正
予
算
２
１

７
億
円
を
計
上
し
た
「
利
用

促
進
支
援
策
」
を
実
施
し
て

い
る
か
ら
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
の
利
用
が
、

昨
年
10
月
よ
り
一
定
以
上
増

加
し
た
医
療
機
関
や
薬
局
に

支
援
金
を
出
し
て
い
ま
す
。

特

に

５

月

か
ら

７

月

を

「
利
用
促
進
集
中
取
り
組
み

月
間
」
に
指
定
し
、
６
月
の

下
旬
に
は
支
援
金
の
上
限
額

を
病
院
は
一
カ
所
40
万
円
、

診
療
所
、
薬
局
な
ど
は
1
カ

所
20
万
円
に
倍
増
さ
せ
ま
し

た
。
大
手
の
薬
局
が
利
用
者

を
増
や
せ
ば
、
1
社
で
数
億

円
が
入
る
仕
組
み
で
す
。

マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な

い
人
た
ち
が
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
を
作
ら
な
く
て
は
だ

め
な
の
か
」
と
不
安
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
マ
イ
ナ
保
険

証
が
な
く
て
も
安
心
し
て
医

療
に
か
か
れ
ま
す
。
以
下
の

取
り
組
み
が
行
わ
れ
ま
す
。

①
令
和
６
年
８
月
１
日
か
ら

令
和
７
年
７
月
31
日
ま
で
有

効
の
保
険
証
を
対
象
者
全
員

に
送
付
（
す
で
に
送
付
済
み
）

②
来
年
８
月
以
降
、
マ
イ
ナ

保

険

証
が

な

い

方

に

は

、

「

資

格
確

認

書

」

を

送

付

（
申
請
は
い
り
ま
せ
ん
）

③
「
資
格
確
認
書
」
は
、
当

面
の
間
は
申
請
な
し
で
送
付
。

（
将
来
的
に
は
未
定
）

ま
た
、
マ
イ
ナ
保
険
証
の

人
に
は
、
Ａ
４
版
の
「
資
格

情
報
の
お
知
ら
せ
」
（
本
人

負
担
割
合
な
ど
）
が
発
行
さ

れ
ま
す
。

現
行
の
保
険
証
は
時
期
が

来
れ
ば
会
社
や
自
治
体
が
自

動
的
に
発
行
し
ま
す
が
、
マ

イ
ナ
保
険
証
は
５
年
毎
に
カ
ー

ド
の
電
子
証
明
書
を
更
新
す

る
た
め
の
申
請
が
必
要
で
、

今
後
、
資
格
確
認
書
も
申
請

が
必
要
に
な
る
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。

日
本
共
産
党
は
、
い
つ
で

も
、
ど
こ
で
も
誰
で
も
安
心

し
て
医
療
に
か
か
る
こ
と
が

で
き
る
国
民
皆
保
険
制
度
を

守
る
た
め
に
も
、
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
「
現
行
の
保
険

証
を
残
せ
」
の
声
を
上
げ
続

け
ま
す
。
署
名
等
へ
の
ご
協

力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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休
日
の
当
番
医

市立医療センター ℡735-1261(夜間毎日、土･日･祝日)内･外科系 小児救急電話相談 #7119

8/ 4(日)（内科系）東都春日部病院 大畑652-7 ℡739-2000,（小児科系）名越内科医院
大枝89 ℡735-6627 （外科系）東都春日部病院 大畑652-7 ℡739-2000

8/11(日)（内科系）成松医院 上蛭田64-1 ℡763-5211（小児科系）ゆりのき医院

谷原1-16-20 ℡752-3535（外科系）三須医院 粕壁東1-11-12 ℡752-2200

利
用
率
ア
ッ
プ
の
医
療
機

関
、
薬
局
に
支
援
金

マ
イ
ナ
保
険
証
が
な
く
て
も
大
丈
夫
！

～
市
が
保
険
証
（
来
年
７
月
31
日
ま
で
有
効
）

を
送
付
～

来
年
８
月
以
降
「
資
格
確

認
書
」
を
送
付


